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未知の感染症がここまで社会を変容させるものだということ

を、私たちのほとんどは、3 年半前までは想像することすらでき

ませんでした。コロナ禍に晒されたこの 3 年半は、文字通り「想

像を絶する世界」だったわけです。 

この『来ぶらり』68 号では、コロナ禍における図書館の対応

についてまとめています。この 3年半が如何（いか）に想像を絶

するものであるかを検証している、とも言えます。 

例えば「統計でみるコロナ禍の影響」には、図書館の館外貸

出冊数の変遷が示されています。当然のことながら、コロナ禍

がはっきりと姿を現した 2020 年度は大きく落ち込み、その後 2

年間でも「元」には戻っていません。しかし、コロナ禍を境として

電子書籍の利用は大きく増加しています。これは、従来の紙の

書籍の利用が電子書籍に置き換わったことを意味しているよう

に思われます。 

このような検証は、私たちに新たなことを気づかせます。「元

の世界に戻ることはおそらくない」と。 

しかし、改めて考えてみれば、コロナ禍のような災厄がなくと

も、人間/社会/世界は変容し続けるしかありません。それを如

何に「よい」ものとするか？ と問いかけ続けることこそが必要

です。それこそが、このコロナ禍の経験を私たちが活かす方法

なのでしょう。 
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著作権法 31条の改正 

 
著作物の公正な利用を確保するため、著作権法は、例外的に、著作権者の許諾なく著作物を

利用できる場合を定めており、これは一般に「権利制限規定」と呼ばれています。さまざまな権利

制限規定のうち、著作権法 31条（図書館関係の権利制限規定）の改正が、2021 年 6月 2 日に公

布されました。 

この改正は，インターネットを通じて利用者が図書館資料を利用することを一定の範囲で可能と

するものであり，その背景には，新型コロナウイルス感染症の流行による図書館の休館等の影響

がありました。 

 

さらに、2023 年 6 月 1 日からは、特定図書館等

による図書館資料のメール送信等が認められるよ

うになりました。調査研究を行う方にはさらに利便

性が向上します。 

現在、送信サービスを行うことができる特定図書

館として権利者への補償金支払方法や不正拡散を

防止・抑制するための措置等を検討中です。 
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具体的には、2022 年 5 月 1 日より、国立国会図

書館による絶版等資料のインターネット送信が認め

られるようになり、利用者はリモートで絶版等資料

（絶版の資料や入手困難な資料）を取得できるよう

になりました。 
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本号は、全体をとおしてコロナ禍を振り返ることを編集のコンセプトとし

ています。このため、この「龍大生のお薦め本」のコーナーでも、コロナにま
つわる内容を盛り込むことを基本とし、コロナに関する本、コロナ禍の間に
読んだ本を取り上げました。 

 
『首都感染』 

高嶋哲夫［著］ 早川書房  2021年 

 

 

 

 

 

 

 

『木曜日にはココアを』 
青山美智子［著］宝島社 2019年 

 

 

 

 

 

 

 

 

『思考の整理学』 
外山滋比古［著］ 筑摩書房 1983年 

 

 

 

 

 

 

『手を洗いすぎてはいけない : 超清潔志
向が人類を滅ぼす』 

藤田紘一郎［著］光文社 2017年 

 

 

 

 

 

 

 

『あの夏の正解』 
早見和真［著］ 新潮社 2021年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元 WHO の職員で、感染症対策の専門家として活躍し

ていた主人公、優司は娘の死や妻との離婚をきっかけに、

罪の意識に苛まれる日々を送っていた。そんな中、中国で

致死率 60 パーセント以上の新型インフルエンザが発生す

る。新型インフルエンザ対策本部のアドバイザーとして呼

ばれた優司はウイルスから人々を守ることができるのだ

ろうか。 

本書は、2013年に書かれた小説ですが、その後実際に

起こるコロナ禍を予言しているかのようなリアルな物語の

展開で、読んでいるときの臨場感に引き込まれ一気に読

んでしまいました。政治家たちがどのような対策を講じる

のかも見どころです。 

さらに、この小説は単純に娯楽小説としても面白いので

すが、専門用語の解説が物語の中で自然に織り込まれて

おり、分かりやすく感染症の知識を身につけることもでき

ます。コロナ禍を経験した私たちだからこそぜひ読んでほ

しい一冊となっています。 

文学部 2年生 佐伯 和真 

深草図書館 和顔館開架 2F 913.6/タテシ 

資料番号 12300019300 

緊急事態宣言により自宅待機を要されたコロナ禍当

時、誰もが人との関わりを断たれたことにより繋がりを忘

れ、温もりを忘れてしまっていたのではないでしょうか。こ

の物語はそんなコロナ禍当時に忘れてしまっていた感情

を思い出させてくれる温かさがあります。 

川沿いの桜並木のそばに佇む喫茶店で出された一杯の

ココアから始まる、東京とシドニーを繋ぐ 12 編のストーリ

ー。その一つ一つには色が使われ、鮮やかに彩られていま

す。本書は小さな出来事や人との繋がりがやがてひとりの

命を救います。人との関わり合い、繋がり合いによってお

こる人の温かさを感じ、大切さを知ることができる物語で

す。 

一見変わったタイトルですが木曜日に出されるココアか

ら始まる人と人との繋がりはきっとみなさんの心も救わ

れるのではないでしょうか。是非ココアを片手に読んでみ

て下さい。もしかしたらその一杯が世界と繋がっているか

も知れません。 

心理学部 1年生 篠川 倖 

深草図書館 和顔館開架 2F 913.6/アミモ 

資料番号 12300019297 
 

「あなたがしたいことはなんですか？」多くの学生が一

度は問われたことがあるだろう。しかしその多くの人は、

どう答えていいのかわからないのではないだろか。「別に

やりたいことはない、とりあえず大学に進学しただけ。」

そう答える人は少なくないだろう。しかしこれからはさら

にコンピュータが台頭し、単純化された職は奪われかね

ない。そこでコンピュータに負けない創造的人材になるた

めに学生は日々何を学び、どう生きればいいのか。そん

な提案をしてくれるのが本書である。私は日々“考える

“ことの大切さを学んだ。 

卒論を書くために日々心に留めておくことから創造的

思考力を養うことに至るまで、内容は実用的なところか

ら観念的なところにまで及ぶ。 

難しく考える必要はない。とりあえず手に取って読んで

みる。そうすると日々の生き方、残りの学生生活がちょっ

とだけ有意義な方向に変わるかもしれない。 

経済学部 2年生 青木 愛海 

深草図書館 和顔館開架 B1 141.5/トシシ 

資料番号 18741569241 
 

私たちは清潔であろうとしますが、私たちの体にとって

良いことなのでしょうか。私たちの体には様々な菌が存

在していて、その中には私たちを助ける菌も多く含まれ

ています。しかし私たちの使う洗剤はそれらすらも洗い流

してしまっているかもしれません。 

病気にならないようにする免疫力は菌と触れる中で身

に付いていきます。しかし現代では菌と触れる機会を忌

避する傾向にあります。皆さんも少しでも手が汚れた時、

すぐに洗剤などで洗っていませんか。それにより私たちの

免疫力は無くなっているかもしれません。また体の洗いす

ぎも気をつけなければなりません。皮膚にいる常在菌は

悪い菌をつきにくくしたり、皮脂の調整などをしてくれて

います。 

この本のタイトルを見た時、コロナウイルスの影響で清

潔であることを心がけていたので驚かされましたが、本

を読んでいる中で納得できる部分が多くありました。ぜ

ひこの本を手に取って今一度「清潔さ」について考えてみ

ませんか。 

経営学部 3年生 松本 晴陽 

深草図書館 深草.文庫・新書 081/コウフ/922 

資料番号 11700041522 
 

新型コロナ感染拡大の影響により中止になった

2020 年夏の甲子園。高校球児の夢、目標として絶対的

な存在であったものが一瞬にして消えてしまった。 

本書では、小さな頃から夢を持つ事ことの尊さを教え

られ、その夢を奪われた瞬間「気持ちを切り替えろ」と言

われた高校球児たちと、積み上げてきたものが通用しな

い夏で迷い、悩んだ監督たちが何を感じどう振る舞うの

か、何を失い何を得たのか、特別な夏の意味がノンフィク

ションで描かれている。一人一人の立場や抱えているも

のによってそれぞれ受け止め方は違い、泣いて終わった

選手も、笑って終わった選手もいる。「あの夏の正解」が

何だったのか、それは今でも誰も分からない。ただ、可哀

想という言葉では片付けられないほど選手たちの受け止

め方は奥深く立派なものであった。 

高校野球のためでも球児のためでもなく、パンデミッ

クに翻弄され、あるべきはずの日常を奪われたすべての

人に読んでほしい一冊です。 

法学部 2年生 北島 京香 

瀬田図書館 瀬田.本館 B1開架 783.7/ハカア 

資料番号 32105015465 
 

https://opac.ryukoku.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=v3search_view_main_init&op_param=words%3D12300019300%26sortkey%3D%26sorttype%3D%26listcnt%3D%26startpos%3D%26fromDsp%3Dcatsre%26searchDsp%3Dcatsre%26initFlg%3D_RESULT_SET%26hitcnt%3D%26searchsql%3D%26combsearch%3D%26searchhis%3D%26akey%3D%26fct_gcattp%3D%26fct_auth%3D%26fct_pub%3D%26fct_year%3D%26fct_cls%3D%26fct_sh%3D%26fct_lang%3D%26fct_holar%3D%26fct_campus%3D%26fct_tag%3D%26fct_range_year%3D%26fct_stamp%3D%26fct_user1%3D%26fct_user2%3D%26fct_user3%3D%26fct_user4%3D%26fct_user5%3D%26fct_holstat%3D&block_id=363&tab_num=0&search_mode=null#catdbl_363-BB32205373
https://opac.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32205373
https://opac.ryukoku.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=v3search_view_main_init&op_param=words%3D12300019300%26sortkey%3D%26sorttype%3D%26listcnt%3D%26startpos%3D%26fromDsp%3Dcatsre%26searchDsp%3Dcatsre%26initFlg%3D_RESULT_SET%26hitcnt%3D%26searchsql%3D%26combsearch%3D%26searchhis%3D%26akey%3D%26fct_gcattp%3D%26fct_auth%3D%26fct_pub%3D%26fct_year%3D%26fct_cls%3D%26fct_sh%3D%26fct_lang%3D%26fct_holar%3D%26fct_campus%3D%26fct_tag%3D%26fct_range_year%3D%26fct_stamp%3D%26fct_user1%3D%26fct_user2%3D%26fct_user3%3D%26fct_user4%3D%26fct_user5%3D%26fct_holstat%3D&block_id=363&tab_num=0&search_mode=null#catdbl_363-BB32205373
https://opac.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32205372
https://opac.ryukoku.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=v3search_view_main_init&op_param=words%3D18741569241%26sortkey%3D%26sorttype%3D%26listcnt%3D%26startpos%3D%26fromDsp%3Dcatsre%26searchDsp%3Dcatsre%26initFlg%3D_RESULT_SET%26hitcnt%3D%26searchsql%3D%26combsearch%3D%26searchhis%3D%26akey%3D%26fct_gcattp%3D%26fct_auth%3D%26fct_pub%3D%26fct_year%3D%26fct_cls%3D%26fct_sh%3D%26fct_lang%3D%26fct_holar%3D%26fct_campus%3D%26fct_tag%3D%26fct_range_year%3D%26fct_stamp%3D%26fct_user1%3D%26fct_user2%3D%26fct_user3%3D%26fct_user4%3D%26fct_user5%3D%26fct_holstat%3D&block_id=363&tab_num=0&search_mode=null#catdbl_363-BB20037364
https://opac.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB20037364
https://opac.ryukoku.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=v3search_view_main_init&op_param=words%3D18741569241%26sortkey%3D%26sorttype%3D%26listcnt%3D%26startpos%3D%26fromDsp%3Dcatsre%26searchDsp%3Dcatsre%26initFlg%3D_RESULT_SET%26hitcnt%3D%26searchsql%3D%26combsearch%3D%26searchhis%3D%26akey%3D%26fct_gcattp%3D%26fct_auth%3D%26fct_pub%3D%26fct_year%3D%26fct_cls%3D%26fct_sh%3D%26fct_lang%3D%26fct_holar%3D%26fct_campus%3D%26fct_tag%3D%26fct_range_year%3D%26fct_stamp%3D%26fct_user1%3D%26fct_user2%3D%26fct_user3%3D%26fct_user4%3D%26fct_user5%3D%26fct_holstat%3D&block_id=363&tab_num=0&search_mode=null#catdbl_363-BB20037364
https://opac.ryukoku.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=v3search_view_main_init&op_param=words%3D11700041522%26sortkey%3D%26sorttype%3D%26listcnt%3D%26startpos%3D%26fromDsp%3Dcatsre%26searchDsp%3Dcatsre%26initFlg%3D_RESULT_SET%26hitcnt%3D%26searchsql%3D%26combsearch%3D%26searchhis%3D%26akey%3D%26fct_gcattp%3D%26fct_auth%3D%26fct_pub%3D%26fct_year%3D%26fct_cls%3D%26fct_sh%3D%26fct_lang%3D%26fct_holar%3D%26fct_campus%3D%26fct_tag%3D%26fct_range_year%3D%26fct_stamp%3D%26fct_user1%3D%26fct_user2%3D%26fct_user3%3D%26fct_user4%3D%26fct_user5%3D%26fct_holstat%3D&block_id=363&tab_num=0&search_mode=null#catdbl_363-BB32041804
https://opac.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32041804
https://opac.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32041804
https://opac.ryukoku.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=v3search_view_main_init&op_param=words%3D32105015465%26sortkey%3D%26sorttype%3D%26listcnt%3D%26startpos%3D%26fromDsp%3Dcatsre%26searchDsp%3Dcatsre%26initFlg%3D_RESULT_SET%26hitcnt%3D%26searchsql%3D%26combsearch%3D%26searchhis%3D%26akey%3D%26fct_gcattp%3D%26fct_auth%3D%26fct_pub%3D%26fct_year%3D%26fct_cls%3D%26fct_sh%3D%26fct_lang%3D%26fct_holar%3D%26fct_campus%3D%26fct_tag%3D%26fct_range_year%3D%26fct_stamp%3D%26fct_user1%3D%26fct_user2%3D%26fct_user3%3D%26fct_user4%3D%26fct_user5%3D%26fct_holstat%3D&block_id=363&tab_num=0&search_mode=null#catdbl_363-BB32147284
https://opac.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32147284
https://opac.ryukoku.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=v3search_view_main_init&op_param=words%3D32105015465%26sortkey%3D%26sorttype%3D%26listcnt%3D%26startpos%3D%26fromDsp%3Dcatsre%26searchDsp%3Dcatsre%26initFlg%3D_RESULT_SET%26hitcnt%3D%26searchsql%3D%26combsearch%3D%26searchhis%3D%26akey%3D%26fct_gcattp%3D%26fct_auth%3D%26fct_pub%3D%26fct_year%3D%26fct_cls%3D%26fct_sh%3D%26fct_lang%3D%26fct_holar%3D%26fct_campus%3D%26fct_tag%3D%26fct_range_year%3D%26fct_stamp%3D%26fct_user1%3D%26fct_user2%3D%26fct_user3%3D%26fct_user4%3D%26fct_user5%3D%26fct_holstat%3D&block_id=363&tab_num=0&search_mode=null#catdbl_363-BB32147284
https://opac.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32205373
https://opac.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32205372
https://opac.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB20037364
https://opac.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32147284
https://opac.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32041804
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『コメンテーター』 
奥田英朗［著］文藝春秋 2023年

『リモートワーク時代を乗り切る思いやり
オンラインコミュニケーション』

ディーセントワーク・ラボ〔編〕中尾文香, 片山優美子, 岩田直樹［著］ 

風間書房 2021年 

『AI が職場にやってきた 機械まかせにな
らないための９つのルール』 

ケビン・ルース［著］田沢恭子［訳］草思社 2023年

『未来の地図帳 人口減少日本で各地に起
きること』 

河合雅司［著］講談社現代新書 2019年

『変身/掟の前で 他 2編』 
カフカ ［著］丘沢静也［訳］光文社古典新訳文庫 2007年

『医師が教える新型コロナワクチンの正
体：本当は怖くない新型コロナウイルスと
本当に怖い新型コロナワクチン』

内海聡［著］ユサブル 2021年 

直木賞を受賞した『精神科医 伊良部シリーズ』17 年ぶ

りの新刊です。 

主人公の伊良部一郎は日本医師会の理事を父に持ち、

色白デブでマザコン、注射フェチの精神科医です。コロナ

禍に上京したため人と直接会うことに恐怖を感じるよう

になった大学生や、うまく怒ることのできない会社員など

さまざまな悩みを抱えた患者たちを、今回もめちゃくちゃ

な方法で治療していきます。 

本書の魅力はそのばかばかしさにあります。コロナ禍を

ものともしない伊良部先生の奇行の数々は一見治療とは

何の関係もないように感じられますが、彼の姿に戸惑い、

翻弄されていくうちに、いつしか患者だけでなく、読者も

一緒に癒されていることに気づくのです。 

この本を読むことで、何かとストレスの溜まりやすい現

代社会を上手く生き抜いていくための活力が身につくは

ずです。前作未読でも充分に楽しめる内容なので、ぜひ読

んでみてください。 

政策学部 2年生 石尾 空良 

深草図書館 和顔館開架 2F 913.6/オヒコ 

資料番号 12300019286 

コロナ禍で人と直接関わることが減り、いざ会話すると

なると「コミュニケーションってどうやってするんだっけ？」

と戸惑いを感じた経験はありませんか？ 

オンラインはオフラインで話すのとは少し状況が異なっ

てきます。例えばオンラインでは直接会わないため、ちょっ

とした相手の仕草や表情の変化には気づきにくいという点

があり、伝えたいことを正確に言葉にしなければなりませ

ん。 

しかしオンラインだからこそ、オフラインではできない強

みもあるのです。 

この本はオフラインとオンラインのそれぞれでの会話の

特徴や、オンラインでの相手の見え方や会話の広げ方を、

分かりやすい図とともに教えてくれます。またオンラインに

限らず、会話とは何のためにするのか、職場の方や障がい

を持った方との対話の進め方など、あらゆる場面で使える

上手なコミュニケーションの方法を知ることが出来ます。 

コロナが収束しつつある今も、オンラインを 1つのツール

として上手に楽しく対話できるものにしてみませんか。 

国際学部 3年生 木川 佳苗 

深草図書館 和顔館開架 B2 366.28/ナアリ 

資料番号 12105005047 

皆さんは、コロナ禍の前と後の生活で何か変化したこと

はありますか？私は、以前の生活よりも「AI」という言葉を

よく耳にするようになったと思います。AI による仕事の自

動化などいたるところで AI を活用するようになったと思

います。それと同時に、「もし、AI が人間以上の仕事ができ

るようになってしまったら、人間の仕事がなくなるので

は？」ということ不安感を抱いた人もいると思います。 

 本書では、もし AI が職場に取り入れられるとどうなるの

か、AI によって私たちの仕事は奪われてしまうのかという

ことについて 2 部に分けて解説します。第 1 部では、現状

の AI の自動化による社会への影響について、歴史的な背

景を基に紹介します。第 2部では、職場にAIが導入された

時にどのようにすれば効率よく AI を活用した仕事ができ

るのかについて紹介します。この本を読んで、将来について

考えてみてはいかがですか。 

先端理工学部 4年生 泉 結貴 

瀬田図書館 瀬田.本館 2F開架 007.1/ルケエ 

資料番号 32305005822 

私が高校 3 年の頃、通っていた高校が休校になり約 3 ヶ

月の間学校に行けず、家の中にいる時間が多い生活を送っ

ていました。テレビをつければ死者の数がグラフとなってニ

ュース番組で取り上げられる毎日。1 日数百人の死者、命の

重さが軽く思われてしまうような日本は悲しみの多くで溢れ

ていました。 

この本に出会ったのは、高校の授業で紹介され私が気に

なって購入した本です。コロナが始まる前の人口減少問題を

取り扱った本ですが、コロナが終息しかけている今もう一度

読んでみると本当に日本各地は都道府県が維持できている

か気になると思います。東北地方各県にいる出産期の女性

が 2015年を 100として 2045年には各県で 50%以上

減少しているということを知っていますか。この事実を受け

てコロナ後どうなったのか気になりますよね。こうしたコロ

ナ前の日本の現状や 2015年段階の未来がこの本には載っ

ています。

私たちはコロナにより、多くの人を失いました。このまま

だと自分の故郷までも失ってしまうかもしれない。そうなら

ないためにも 1度この本を読んで、日本を知っておくべきで

はないでしょうか。 

社会学部 3年生 塚本 瑠惟 

瀬田図書館 瀬田.本館 1F開架 334.31/カマミ 

資料番号 32000002295 

「ある朝、グレーゴル・ザムザが不安な夢から目を覚ました

ところ、ベッドのなかで、自分が途方もない、虫に変わってい

るのに気が付いた」。そんな出だしから始まる、フランツ・カフ

カ「変身」。このお話では、ある日を境に虫になってしまった主

人公と、その家族を中心に物語が展開していきます。 不条理

文学として有名な『変身』ですが、そんな不条理なことが私た

ち皆に降りかかってきたのがコロナ禍ではないでしょうか。

人は誰しも時間の流れとともに変わっていってしまいます。

昔は嫌いだった野菜が食べられるようになったり、逆に昔は

触れた虫を気持ち悪く感じるようになったり。 今まで、グレー

ゴルに養われる立場にあった家族たちが手に職をつけ、自立

した時、部屋で丸まることしかできないグレーゴルのことをど

う考えるでしょうか。 

「変身」というタイトルのように誰もが変わっていってしま

う、私がコロナ禍の間に読んだ深く考えさせられる作品です。 

農学部 4年生 馳川 朝風 

瀬田図書館 瀬田.本館 1F文庫 081/コウフ/Aカ-1-1 

資料番号 31500034011 

私が紹介する本は「新型コロナウイルスの正体」という本

だ。この本は 2021 年、コロナウイルスの脅威的な感染力等

が話題になった時期に出版された。著者は内海聡で出身は兵

庫県、筑波大学医学専門を経て、現在クリニックの院長を務め

ている。この本では、国民の知らない PCR 検査の実態や、政

府によるコロナウイルスの印象操作、コロナウイルスがいかに

貧弱で有るか等を医学の基礎知識を交えて解説している。ま

た、外出自粛等の政府の政策がいかに国民を苦しめたかが、

データや図などを用いて表されているため、理解しやすく、誰

にでも取りつきやすい一冊となっている。その為、コロナウイ

ルスの真実や PCR 検査等の実態を知りたいと思う方々にお

すすめの一冊となっている。

短期大学部 1年生 永田 翔 

瀬田図書館 瀬田.本館 2F開架 498.6/ウサイ 

資料番号 32200007342  

https://opac.ryukoku.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=v3search_view_main_init&op_param=words%3D12300019286%26sortkey%3D%26sorttype%3D%26listcnt%3D%26startpos%3D%26fromDsp%3Dcatsre%26searchDsp%3Dcatsre%26initFlg%3D_RESULT_SET%26hitcnt%3D%26searchsql%3D%26combsearch%3D%26searchhis%3D%26akey%3D%26fct_gcattp%3D%26fct_auth%3D%26fct_pub%3D%26fct_year%3D%26fct_cls%3D%26fct_sh%3D%26fct_lang%3D%26fct_holar%3D%26fct_campus%3D%26fct_tag%3D%26fct_range_year%3D%26fct_stamp%3D%26fct_user1%3D%26fct_user2%3D%26fct_user3%3D%26fct_user4%3D%26fct_user5%3D%26fct_holstat%3D&block_id=363&tab_num=0&search_mode=null#catdbl_363-BB32205371
https://opac.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32205371
https://opac.ryukoku.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=v3search_view_main_init&op_param=words%3D12300019286%26sortkey%3D%26sorttype%3D%26listcnt%3D%26startpos%3D%26fromDsp%3Dcatsre%26searchDsp%3Dcatsre%26initFlg%3D_RESULT_SET%26hitcnt%3D%26searchsql%3D%26combsearch%3D%26searchhis%3D%26akey%3D%26fct_gcattp%3D%26fct_auth%3D%26fct_pub%3D%26fct_year%3D%26fct_cls%3D%26fct_sh%3D%26fct_lang%3D%26fct_holar%3D%26fct_campus%3D%26fct_tag%3D%26fct_range_year%3D%26fct_stamp%3D%26fct_user1%3D%26fct_user2%3D%26fct_user3%3D%26fct_user4%3D%26fct_user5%3D%26fct_holstat%3D&block_id=363&tab_num=0&search_mode=null#catdbl_363-BB32205371
https://opac.ryukoku.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=v3search_view_main_init&op_param=words%3D12105005047%26sortkey%3D%26sorttype%3D%26listcnt%3D%26startpos%3D%26fromDsp%3Dcatsre%26searchDsp%3Dcatsre%26initFlg%3D_RESULT_SET%26hitcnt%3D%26searchsql%3D%26combsearch%3D%26searchhis%3D%26akey%3D%26fct_gcattp%3D%26fct_auth%3D%26fct_pub%3D%26fct_year%3D%26fct_cls%3D%26fct_sh%3D%26fct_lang%3D%26fct_holar%3D%26fct_campus%3D%26fct_tag%3D%26fct_range_year%3D%26fct_stamp%3D%26fct_user1%3D%26fct_user2%3D%26fct_user3%3D%26fct_user4%3D%26fct_user5%3D%26fct_holstat%3D&block_id=363&tab_num=0&search_mode=null#catdbl_363-BB32145108
https://opac.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32145108
https://opac.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32145108
https://opac.ryukoku.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=v3search_view_main_init&op_param=words%3D32305005822%26sortkey%3D%26sorttype%3D%26listcnt%3D%26startpos%3D%26fromDsp%3Dcatsre%26searchDsp%3Dcatsre%26initFlg%3D_RESULT_SET%26hitcnt%3D%26searchsql%3D%26combsearch%3D%26searchhis%3D%26akey%3D%26fct_gcattp%3D%26fct_auth%3D%26fct_pub%3D%26fct_year%3D%26fct_cls%3D%26fct_sh%3D%26fct_lang%3D%26fct_holar%3D%26fct_campus%3D%26fct_tag%3D%26fct_range_year%3D%26fct_stamp%3D%26fct_user1%3D%26fct_user2%3D%26fct_user3%3D%26fct_user4%3D%26fct_user5%3D%26fct_holstat%3D&block_id=363&tab_num=0&search_mode=null#catdbl_363-BB32200413
https://opac.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32200413
https://opac.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32200413
https://opac.ryukoku.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=v3search_view_main_init&op_param=words%3D32000002295%26sortkey%3D%26sorttype%3D%26listcnt%3D%26startpos%3D%26fromDsp%3Dcatsre%26searchDsp%3Dcatsre%26initFlg%3D_RESULT_SET%26hitcnt%3D%26searchsql%3D%26combsearch%3D%26searchhis%3D%26akey%3D%26fct_gcattp%3D%26fct_auth%3D%26fct_pub%3D%26fct_year%3D%26fct_cls%3D%26fct_sh%3D%26fct_lang%3D%26fct_holar%3D%26fct_campus%3D%26fct_tag%3D%26fct_range_year%3D%26fct_stamp%3D%26fct_user1%3D%26fct_user2%3D%26fct_user3%3D%26fct_user4%3D%26fct_user5%3D%26fct_holstat%3D&block_id=363&tab_num=0&search_mode=null#catdbl_363-BB32089097
https://opac.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32089097
https://opac.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32089097
https://opac.ryukoku.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=v3search_view_main_init&op_param=words%3D31500034011%26sortkey%3D%26sorttype%3D%26listcnt%3D%26startpos%3D%26fromDsp%3Dcatsre%26searchDsp%3Dcatsre%26initFlg%3D_RESULT_SET%26hitcnt%3D%26searchsql%3D%26combsearch%3D%26searchhis%3D%26akey%3D%26fct_gcattp%3D%26fct_auth%3D%26fct_pub%3D%26fct_year%3D%26fct_cls%3D%26fct_sh%3D%26fct_lang%3D%26fct_holar%3D%26fct_campus%3D%26fct_tag%3D%26fct_range_year%3D%26fct_stamp%3D%26fct_user1%3D%26fct_user2%3D%26fct_user3%3D%26fct_user4%3D%26fct_user5%3D%26fct_holstat%3D&block_id=363&tab_num=0&search_mode=null#catdbl_363-BB21445019
https://opac.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB21445019
https://opac.ryukoku.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=v3search_view_main_init&op_param=words%3D31500034011%26sortkey%3D%26sorttype%3D%26listcnt%3D%26startpos%3D%26fromDsp%3Dcatsre%26searchDsp%3Dcatsre%26initFlg%3D_RESULT_SET%26hitcnt%3D%26searchsql%3D%26combsearch%3D%26searchhis%3D%26akey%3D%26fct_gcattp%3D%26fct_auth%3D%26fct_pub%3D%26fct_year%3D%26fct_cls%3D%26fct_sh%3D%26fct_lang%3D%26fct_holar%3D%26fct_campus%3D%26fct_tag%3D%26fct_range_year%3D%26fct_stamp%3D%26fct_user1%3D%26fct_user2%3D%26fct_user3%3D%26fct_user4%3D%26fct_user5%3D%26fct_holstat%3D&block_id=363&tab_num=0&search_mode=null#catdbl_363-BB21445019
https://opac.ryukoku.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=v3search_view_main_init&op_param=srhRevTagFlg%3Dtrue%26words%3D32200007342%26sortkey%3D%26sorttype%3D%26listcnt%3D%26startpos%3D%26fromDsp%3Dcatsre%26searchDsp%3Dcatsre%26initFlg%3D_RESULT_SET%26hitcnt%3D%26searchsql%3D%26combsearch%3D%26searchhis%3D%26akey%3D%26fct_gcattp%3D%26fct_auth%3D%26fct_pub%3D%26fct_year%3D%26fct_cls%3D%26fct_sh%3D%26fct_lang%3D%26fct_holar%3D%26fct_campus%3D%26fct_tag%3D%26fct_range_year%3D%26fct_stamp%3D%26fct_user1%3D%26fct_user2%3D%26fct_user3%3D%26fct_user4%3D%26fct_user5%3D%26fct_holstat%3D&block_id=363&tab_num=0&search_mode=null#catdbl_363-BB32172162
https://opac.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32172162
https://opac.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32172162
https://opac.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32172162
https://opac.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32205371
https://opac.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32145108
https://opac.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32200413
https://opac.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32089097
https://opac.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB21445019
https://opac.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/BB32172162
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コロナ禍での図書館の対応 
 

コロナ禍は、2020年度から 2022年度を中心に 3年以上にわたり世界中を席捲しました。大学も例外でなく、キャン

パスが閉鎖され俄かにオンライン授業が展開されました。大学図書館も、コロナ禍の中で大きな影響を受けましたが、利用

者支援のために様々な新たな取り組みを展開しました。それらの取り組みは、コロナ禍に限定したものもあれば、コロナ禍

を契機として普及したものもあります。コロナ禍の図書館の対応を振り返ることは、新たな図書館サービスの展開を確認

することでもあります。 

 

コロナ禍の始まった 2020年度前期の図書館の対応として、『来・ぶらり』（62号）で、道元館長（当時）は次の 5点を挙

げられています。 

１．来館せずに利用できる図書館サービスを一覧にして紹介 

２．Web申し込みによる郵送／取り置きサービスの提供 

３．電子書籍の試読およびリクエスト機能の開始 

４．電子図書館サービス「LibrariE（ライブラリエ）」の導入 

５．データベース・電子ジャーナル・電子書籍の閲覧範囲の拡大 

 

この時期の図書館は、新学期以降は閉館状態が続き、6 月 1 日から滞在時間制限内での入館が再開されました。なお、

コロナによる閉館により資料の返却が出来ず延滞が発生した場合には、罰則を免除する措置をとり、利用者の不利益にな

らないよう配慮しました。感染症対策として、返却された本は2日間返本台に留め置く処置を取り、カウンタ―には感染予

防の透明ビニールシートが設けられました。COCOCHI（書籍消毒機）を設置し、目に見えない雑菌の除去、除菌、消毒に

対応しました。また席数を制限した閲覧席には、図書館職員による手作りパーテーションが漸次設置されていきました。 
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2020 年度第 1 学期は、キャンパスでの対面授業は実施されなかったため、対面での図書館オリエンテーションも実施

されませんでした。このため、図書館オリエンテーション動画を図書館 HP に掲載し、利用者教育を展開しました。展観・展

示のWeb化、オンライン対応の推進も積極的に図りました。 

 

閲覧席の利用が制限されていることから、当初は Twitter で混雑状

況をお知らせしていましたが、2021年 3月下旬からは、館内の混雑状

況を数値化し、図書館 HP 上にリアルタイムで表示されるシステムを構

築し、館内混雑状況の「見える化」を実現しました。 

 
 
 
 

2020 年 4 月から、貴重資料画像データベース「龍谷蔵」の学内教職

員からの公開依頼を受けつけました。対象資料は本学大宮図書館所蔵

の古典籍資料等の和装本で未公開のものに限られましたが、この取り組

みは、新型コロナウイルス感染症対策に伴う授業開始延期やオンライン

化に可能な限り対応するための図書館の学習支援の具体例といえます。 

 
 
 
 

学生協働の取り組みも 2020年度からオンライン化に対応しました。2020年度のライブラリーサポーターの募集はオ

ンライン動画で行われ、任命式もオンライン上で行われました。従来は市内の書店に出向いていた学生選書も Web 上で

の「学生 Web 選書」のかたちが導入されました。2020 年度、2021 年度には、手探りでオンライン・ビブリオバトルを開

催し、2021年度には、「大学ビブリオバトル・オンライン大会 2021」に本学から初の全国大会への出場を果たしました。 

 

 



統計で見るコロナ禍の影響 
2020 年 1 月、新型コロナウィルスの感染者が国内で確認され、世情は騒然となりました。報道番組はコロナで埋

め尽くされ、人が集まるイベントは相次いで中止、マスクは店頭から消え、ネットオークションで異常な高値で取引さ

れました。日本政府は 2020 年４月７日に大阪、兵庫など７都府県に緊急事態宣言を行い、４月 16 日に対象を全国

に拡大しました。 

本学においても、入学式は中止、授業は休講、キャンパスから学生の姿が消え、図書館も 4 月 9 日から休館する

ことになりました。学生の皆さんは先の見通せない状況、かつて経験のない事態に、不安でいっぱいの日々を過ごし

ていたことと思います。その後、図書館は手作りパーテーションを設置するなど出来得る限りの対策を施したうえで、

6 月 1 日から再開しましたが、開館しているとは思えないほど閑散とした日々が続きました。各種の統計資料からコ

ロナ禍が図書館へ及ぼした影響を振り返ってみます。 

 

1.入館者数の変遷 

深草図書館の開館についてコロナ禍前後の

2019 年度と 2020 年度を比較すると、開館日数で

約 20％減、開館時間数では約 34％減、それぞれ

大幅に減少しました。大宮・瀬田図書館でも同様に

減少しましたが、それ以上に入館者数の落ち込み

は顕著。2020 年度入館者数の大半は後期の入館

者であり、前期は開店休業状態が続きました。 

実験や実習を伴う授業をはじめ対面授業が増え

るに従い、図書館の入館者数も徐々に復活してき

ました。2022 年度、授業は従来通りほぼ対面に戻

りましたが、入館者数はまだ回復途上です。電子

書籍やオンラインデータベースの利用などの非来

館型サービスに利用者が移行した影響も大きいと

予想されます。図書館ではミュージアムとの連携

展示やミニ展観を増やして図書館をアピールして

いますが、一旦足が遠のくと中々元には戻りそうも

ありません。2023 年度からはナレッジコモンズを復

活させ、卒業生や REC 会員など学外者の図書館

利用も可能になりましたので、入館者数の増加を

期待したいところです。 

 

2.館外貸出冊数の変遷 

入館者数と同じ傾向にあます。入館者数ほど落

ち込んでいないことから推測すると、来館した際に

まとめて借りる利用者が増えたのでしょう。しかし

こちらも回復途上であることに変わりありません。

コロナ禍の間に増強した非来館型サービスが一定

定着したのか。あるいはヘビーユーザーは図書館

に戻ってきたが、あまり利用していない人は、コロ

ナ禍を契機に図書館から離れてしまったのか。原

因はもっと詳細なデータ分析、あるいはアンケート

調査で明らかになるでしょう。 

図書館では就職活動関連の資料を充実したり、

以前から人気のあった本屋大賞受賞作等の小説

を積極的に購入したりしてきました。さらに拡充さ

せたいところですが、しかし 2022 年度以降、急激

な円安により洋雑誌やデータベースに予算を割か

れ、学部生向けの図書予算が十分に確保できな

いことは悔しく思います。 

なお参考までに、学部ごとの貸出冊数の変遷を

次ページに掲載しました。 
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3.電子書籍の閲覧回数の変遷 

電子書籍の提供元は多岐にわたりますが、ここで

は MEL(Maruzen eBook Library)の閲覧回数の変遷

を掲載します。MEL は 2014 年に導入し、徐々に買

い足して、2019 年度末時点で約 8,500 タイトルが、

2022年度末時点で約 16,000タイトルが閲覧でき、そ

の大半は学部レベルの和書であり、利用の中核を

占める電子書籍です。コロナ禍前までの閲覧状況

は低調でしたが、コロナ禍の途端に一気に急増しま

した。レポート課題などで必要に迫られた学生の皆

さんが電子書籍に着目したのでしょう。2020 年度以

降、KinoDen や LibrariE 等の電子書籍も購入し始め

ましたので、2021年度以降に MEL の閲覧回数が減

少しているのは、他の電子書籍へ利用が分散した

ためだと思われます。 

 

 

 

 

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

文学部 72,057 74,546 74,285 44,708 64,759 64,544

経済学部 10,298 8,861 9,681 4,779 8,781 7,966

経営学部 6,205 5,174 4,440 2,471 3,366 3,907

法学部 13,790 13,692 13,772 6,751 10,905 10,452

理工学部※ 6,300 6,828 6,414 2,907 5,601 6,338

社会学部 17,702 17,978 15,454 7,854 13,472 15,010

政策学部 5,714 5,456 5,386 3,156 5,034 5,940

国際学部 28,534 24,230 20,663 7,877 14,365 15,019

農学部 7,023 7,693 6,543 3,519 5,904 5,803

短期大学部 2,193 2,031 1,345 318 487 731
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コロナ禍でのWeb展観 

毎年、大宮図書館では、大宮図書館が所蔵する貴重資料及び古典籍資料を展示公開する特別展観を開催しています。テーマも文学分
野、自然科学分野、浄土真宗分野など様々なテーマに及んでいます。展観の歴史は古く、確認できるだけでも昭和 20年代（1950年前
後）の記録があり、これまで学内外の多くの方に見学いただいてきました。 

2020年初めから始まったいわゆるコロナ禍は、展観の開催にも大きな影を落としました。コロナウイルス感染防止の面から、従来開
催してきた対面展示は難しい状況となり、一時は展観の開催自体を見合わせることも検討されました。 
しかしながら、このままでは学生の皆さんをはじめ多くの方が、図書館の貴重資料や古典籍資料を目にしないまま過ごしてしまうこと

になることから、ステイホームでも展観を楽しむことができる Web 展観を開催することにしました。2020 年度から始まった Web 展
観は、2021年度、2022年度と 3回開催することができました。 
今回「コロナ禍でのWeb展観」として、2020年度から 2022年度のWeb展観を振り返ってみたいと思います。 

 
・2020年度 

2020 年度展観は、対面展観の開催は見合わせ、Web 上で展示をする Web 展観に切

り替えることになりました。テーマは、本学名誉教授であり、仏教史学並びに仏教書誌学の

研究者として知られる禿氏祐祥（とくし ゆうしょう）先生（1879～1960）の没後 60 年を

記念して、「禿氏祐祥～知の先人～」を開催しました。先生の業績を振り返るとともに、先生

の旧蔵書である「禿氏文庫」に収蔵される貴重資料等を Web 上で展示し、先生の研究の一

端を紹介しました。 

Web展観アドレス 

→https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/htdocs/2020_tokushibunko_prod/index.html 
 

図書館にとっても初めての Web 展観であり、通常の展観とは異なることから、Web で展示された資料は、そのほとんどを全ページ
閲覧できるようにしました。加えて、海外の方にもご覧いただけるよう一部の頁には英訳も付けました。また、対面展示が出来ない分、
本館での展示風景などを動画に収め、少しでも通常の展示の雰囲気を味わっていただけるようにしました。 

 
 

・2021年度 

2021 年度展観は、コロナ禍が続いたため、2020 年度と同じく、Web 展観での開催に

なりました。テーマはコロナ禍の世相を反映して、「病と生きる」を開催しました。展示は、病

を信仰の面、記録の面、文学の面、治療の面から捉え、仏教経典や歴史書、物語などの文学

作品、医学書などを展示しました。 
Web展観アドレス 

→https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/htdocs/2021_yamaitoikiru_prod/index.html 

 
 
・2022年度 

2022年度の展観は、コロナ禍が収まりつつあったことから、久しぶりに対面展観を再開

させることになりました。とは言え、未だコロナ禍が終息したわけではなかったので、Web

展観も合わせて開催することになりました。テーマは、2022年 2月末から始まったロシア

によるウクライナ侵攻などから、「戦（いくさ）と平和」を開催しました。 

展示は、「戦（いくさ）を記す」「戦（いくさ）を語る」「平和への思い」の 3 章立てとし、古代

から江戸時代までの戦の記録や軍記物語などの文学作品、仏教や儒教、道教などによって

説かれた平和に関する資料などを展示しました。 

Web展観アドレス 

→https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/htdocs/2022_ikusatoheiwa_prod/index.html 

 
・これからの展観について 

コロナ禍により始まった Web 展観の 3 年間を簡単に振り返りましたが、対面展観の再開により、やっと実物の貴

重資料を見ることが出来たという声をたくさんいただいた他、Web 展観では、展示箇所しか見学できない対面展示

と違って、興味のある資料を最後のページまで閲覧することができるのが嬉しいといった声も頂きました。 

Web展観と対面展観のそれぞれに長所を持っています。 

 

今年度の展観は、紫式部をテーマにした「〈紫式部〉の物語」を開催いたします。（2023年 10月 12日（木）～19日

（木）開催予定） 

今年度も Web 展観と対面展観の両方で開催を企画しています。図書館の貴重資料や古典籍資料を両方の展示で

ご覧いただければ、より詳しく分かると思います。 

 
 
Web展観アドレス 

→https://mylibrary.ryukoku.ac.jp/iwjs0005opc/htdocs/2023_murasakishikibu_prod/index.html 

龍谷大学図書館報 2023(令和 5)年 9月発行 

編集・発行  龍谷大学図書館 〒612-8577 京都市伏見区深草塚本町 67 

TEL. 075-645-7885 （ダイヤルイン） https://library.ryukoku.ac.jp/ 
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